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保護者の皆様へ

荒尾市立府本小学校長

猛暑期における安全対策のための特別日課（試行）について

６月１日付けで本格的に学校が再開しました。、子供たちも早く学校のリズムに慣れて

くれればと思います。

しかしながら、２ヶ月以上抜け落ちた授業を補ったり、子供たちの体力を回復させたり

と工夫が必要ですが、この後、暑い季節がやってくる中、登下校（特に下校時）での熱中

症が気がかりとなります。平常日課だと低学年だけで下校する日が多く、単独で下校させ

るには心配が募ります。

そこで、日課を工夫することで、上級生も一緒の一斉下校ができないかと考えました。

難点もありますが、本校の児童ならできると考え、下記のように試行してみることにいた

しましたので、ご理解のほど、よろしくお願いします。

記

○目的：猛暑期における下校時の熱中症対策のため、一斉下校の形をとる。

○特別日課の特徴

＊低学年（１，２年）と中・高学年（３，４，５，６年）の日課（時間帯）が異なる。

＊中・高学年は、朝自習を除き、早めに１時間目をスタートさせ、給食までに５時間授

業を行い、６時間目終了時は、低学年の５時間目終了とあわせる。チャイムは朝と午

後のみ鳴らす。

＊中・高学年は週３０時間授業となり、時数も確保できる。低学年の日課は平常通り。

＊再開直後から試行することで、スムースに取り組める。試行期間は６／８から３週間

程度とし、状況を見て判断する。


